上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　　第３５号　２００３年７月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)・発行

（第１面）
暑中お見舞い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　堀内英樹
６月定例議会のポイント
　　6月議会は、15日から22日までの8日間の会期で開かれました。
　　16年度一般会計補正予算（第1回）などの審議が行われました。
　　堀内英樹は、合併協議についての住民説明会、土地開発公社健全化、
　　次世代育成支援について一般質問を行いました。(2、3面に掲載)
　　23日には、合併問題調査特別委員会（第9回）が開催されました。
☆一般会計補正は447.3万円増額、総額79億824.5万円に
　◆主な事業としては、ふとん・マット破砕機（300万円）、1保隣接地草刈り
　　（255万円）、次世代育成支援・行動計画策定委員報酬（9.6万円）など。
　◆447.3万円増額の財源は、一般会計の貴重な蓄えである財政調整基金から
　　392.3万円が取り崩されました。その結果、残高はわずか878.1万円のみ、
　　この水準は、年間予算が500万円家計での預金5,552円に相当します。
　◆15年度一般会計は、3月末に執行が終わり、5月末には金銭の出し入れも
　　閉じられました。三津富の町税未納など、秋に予定される決算に注目です。
☆7町合併協議、第1段階は大詰めに差し掛かる
　◆合併協議には、大きく分けて3つの段階があります。1)合併協議会での
　　7町協議、2)各町での住民説明会と住民投票などによる住民意志の確認、
　　3)合併協議会での最終協議と7町議会での合併議案の審議です。
　◆7町合併協議は、昨年6月から1年余りにわたって行われ、堀内は議会
　　選出の委員として参加してきました。残す協議も合併期日、議会議員の
　　定数と任期、特別職の身分の扱いなど、数項目を残すだけとなりました。
　◆第2段階の住民説明会と住民投票などが9月以降、第3段階の最終協議と
　　各町議会での合併議案の審議が年末から行われる見通しです。住民生活の
　　将来を大きく左右する自らの問題、大きな関心を持ってください。
呼びかけ：七町合併協議、分かりやすい住民説明を！

（第２面）
一般質問しました
国会は年金改革で大騒動。議員の未納問題、世論に背いて
強行採決、とたんに03年出生率1.29と新聞のすっぱ抜き。
年金は、世代を超えた「助け合い」による将来への「安心の制度」。
自治体も「助け合い」による「安心の制度」では同じ。ごみ、上下水道、
福祉、教育、健康、防災など、住民みんなでお金を出し合い、個人では
できない協同の事業として行政サービスを受けている。人口減少・少子
高齢化で収入減・支出増が慢性化しているのに、行政の対応が大きく立ち
後れている。住民が将来においても安心できる自治体への「構造改革」は、
避けて通れない。7町合併協議も有力な選択肢である。　但し( )内は堀内

⑴7町合併協議、住民説明会の進め方について
 1)合併協議で大切なのは「住民参加」と「自主的判断」
　Ｑ７町合併協議が近く一巡する見通しとなった。上牧町における住民説明会に
　　ついて問う。開催日時、場所、説明事項、資料、説明者はどうか。　　（堀 内）
　Ａ7町同じような形が望ましい。日程は9月末ごろから、場所はなるべく地元
　　へ出向いてする方がよい。説明事項、資料は7町統一の資料で進めることで、
　　事務局において作成中。独自の資料については各町で準備し、説明者は
　　各部局から説明できる者も出席して行う考えである。　　　（企画創生部長）
　Ｑ「住民参加」で合併問題を考え、「自主的判断」が住民にも求められるが‥
　Ａその必要性については、合併協議会幹事会（7町合併担当部長で構成）でも
　　同じ意見である。ただ、その後の住民投票で7町の足並みが揃っていない。
　　（7町のうち、平群町、斑鳩町、上牧町の3町が住民投票を予定）

 2)分かりやすい資料で、合併できない場合も含めて住民説明会を
　Ｑ住民説明会の資料に財政の話が出てくるが、住民には分かりにくい。
　　家計簿の感覚に置き換えるなどの工夫が、各自治体で行われているが‥
　Ａもう少し分かりやすいようにとの要望は理解できる。事務局に伝える。
　Ｑ合併しない場合や合併できない場合も考えられる。財政や住民サービス、
　　将来も住み続けられるのかなど、住民が判断できる説明をお願いしたい。
　Ａいま7町合併協議を進めており、資料に財政シミュレーション（試算）も
　　含まれる。上牧町が単独で行く場合までは必要がないのではないか。

 3)合併の賛否を問う住民投票、ぜひ実施を（4面に関連記事）
　Ｑ3月の平群町に続いて、斑鳩町が6月に住民投票条例を制定した。
　　いまのところ実施することがハッキリしているのは3町ではないのか。
　　7町が揃わなくても、合併協議の大事な課程として、住民投票をぜひとも
　　やるべきだと思うが、町長の見解を聞きたい。
　Ａ住民投票については、先の議会（3月）でもいった通り、9月議会に
　　（住民投票）条例案を提出したいと考えている。8月には協議会での協議
　　項目が全部出揃うとのことである。議会で通ったら説明会を兼ねて6ヶ月
　　以内にやらなければならないので、その間に住民に説明したい。　（町 長）

（第３面）
⑵上牧町土地開発公社の実態と健全化への取り組みについて
 1)上牧町土地開発公社の保有土地、合併協議7町のなかで最大
　Ｑ公社保有土地の実態は、どのようになっているのか。　　　　　　　（堀 内）
　Ａ公社全体の簿価として60億円程度（14年度決算で保有面積102,606㎡、
　　簿価59億8,314万円）になっている。このなかで小集落地区改良事業用地
　（簿価の34%）と道路用地（同20%）とでかなりの割合を占めている。今後の
　　事業進行に合わせ、(町への)早急な買い戻しを進めて行きたい。 （公社局長）
　Ｑ2つの事業用地だけで公社保有土地の半分以上、簿価で30億円以上になる。
　　このことは杉田町長の重点施策を象徴していると理解してよいか。
　Ａその通りである。まだ残っている土地は何とか処分して、半分位までに
　　減らしたいが、処分するにしても安く損をして売ることもできない。 （町 長）

 2)塩漬け土地（＝５年以上経過した遊休地）、簿価の80%占める
　Ｑ公社保有土地のほとんどが「塩漬け土地」である。公社がじっとしている
　　だけで、金利と管理費だけで年間に1億円がどうしても必要であるが‥
　Ａ年間に金利、人件費、管理経費を含めて1億円が必要というのはその通り
　　(簿価が膨れ上がる)。地価下落による資産の劣化（目減り）が進んでおり、
　　スピードを上げて、処分できるものは処分して行きたい。　　　 （公社局長）
　Ｑ土地開発公社に詳しい神戸商大の赤井助教授は「ほとんどの塩漬け土地は、
　　利用価値が低く市場で売れず、自治体が買い戻す金もない。首長の責任問題
　　につながるとして、問題先送りになりやすいが、放置するほど傷は広がる
　　ため、一刻も早い処理が必要。十分な情報公開の下、自治体と住民、議会
　　などが処理方法を議論すべき」と述べている。公社の健全化は、もはや実行
　　あるのみであるが、どう取り組むのか。
　Ａ（公社の健全化は）指摘の通りかなと考える。
⑶次世代育成支援への取り組みについて
　Ｑ次世代育成支援対策推進法の規定により、上牧町地域行動計画を16年度中に
　　策定しなければならないが、立ち上げが遅れたのではないのか。　 　（堀 内）
　Ａスケジュールとしては、5月21日にアンケート調査を実施し、6月3日まで
　　に回収した。0歳から小6児童の保護者が対象で、現在その集計を行って
　　いる。7月までに地域行動計画策定委員会を設置する。　　 （住民福祉部長）
　Ｑ地域行動計画の策定にあたって一番大切なのは、介護保険と同じく住民参加である。
　　そのためには、住民への情報の公開、説明会の開催、計画の公表は欠かせないがどうか。
　Ａ策定委員会をまず設置し、その下部組織として専門委員会を設置する。そのなかに
　　住民代表を何名か入って頂き、住民意見を取り入れて行きたい。出来上がった素案に
　　ついては、12月までに住民に公表したい。
呼びかけ：上牧町土地開発公社、健全化への取り組み急げ！
（第４面）
合併・住民投票は、どんな制度？
 (1)住民投票は、直接住民に合併の賛否などを問う
　・いまの制度では合併議案は、最終的に議会で議決することになっています。
　　こと合併については、住民生活への影響も大きく、地域の将来を左右する
　　大きな問題であるため、投票によって直接住民の意志を確認するものです。
　　執行者である町長は、住民投票の結果を尊重することとされています。
　・合併を問う住民投票が急増しています。13年7月に、埼玉県上尾市で合併
　　賛否を問う住民投票に始まり、16年6月27日現在、全国で実に151件が
　　行われるまでになりました。その結果、大きく分けて「合併する」101件、
　　「合併しない」が46件で、投票率が低く「不成立」4件となっています。
　・参院選など普通選挙と違って、住民投票を実施するための法律がないため、
　　市町村の議会で独自に条例を作って行われています。合併協議が行われて
　　いる7町では、すでに平群町（3月議会）、斑鳩町（6月議会）で制定され、
　　上牧町は9月議会に住民投票条例案が提出される予定です。

 (2)住民投票実施には、住民への情報提供と費用負担が欠かせない
　・合併の是非を議会だけにまかせるのでなく、住民自らが判断するうえでの
　　大切な住民投票です。そのためには、合併協議の内容はいうまでもなく、
　　合併しない場合や合併できない場合の将来像などについて、各町で住民への
　　分かりやすい資料提供と説明責任が求められます。
　・住民のみなさんもこれまでのように、行政や議会にお任せでは済みません。
　　合併協議を通じて、初めて7町の仕事が比較・一覧で明らかになりました。
　　これらの資料は、いつでも公開されています。例を見ない行政情報の公開
　　であり、合併問題に止まらず住民自治を進める貴重な資料にもなります。
　・住民投票には、費用も掛かります。普通選挙と同じ位の費用、上牧町の場合
　　数百万円は必要なのではないでしょうか。そんな費用を使うのなら「議会が
　　責任を持って判断すればよい」との意見もあります。しかし、合併問題の
　　重要性からみて、堀内は「住民投票を実施すべきであり、その費用は
　　住民参加の必要経費と割り切るのがよい」と考えています。

　☆合併・住民投票の詳細については、ホームページに掲載


	　　ホームページを公開しています

　　　「市民のこえ」の電子版です。「市町村合併特集

　　　　コーナー」を用意しました。ぜひご覧下さい。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　 話    0745-32-0022
　　  ファックス   0745-33-2258　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール    horiuti@lint.ne.jp　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


おことわり：古紙１００％の再生紙を使いっています。ご理解ください。
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